
生産・加工・流通（販売）を一体化

　

農
林
水
産
業
は
、
人
間
の
生

活
に
不
可
欠
な
食
を
生
み
出
し

ま
す
。
そ
し
て
資
材
や
飼
料
、

運
送
な
ど
関
係
す
る
業
態
も
多

く
、
そ
の
発
展
が
地
域
経
済
全

体
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す

る
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
基
幹

的
産
業
で
す
。

　

更
に
、
東
九
州
自
動
車
道
の

開
通
や
県
の
大
隅
加
工
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、
今
後
、
農
林
水
産
業
を
振

興
す
る
う
え
で
、
大
き
な
追
い

風
と
な
る
基
盤
整
備
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
で

は
、
地
域
の
『
食
』
を
活
か
し

た
地
域
６
次
産
業
化
の
推
進
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
は
、
地
域
の
農

林
水
産
業
（
第
１
次
産
業
）
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
農
産
物
な
ど

の
地
域
資
源
と
、
こ
れ
に
関
連

す
る
加
工
・
製
造
業
（
第
２
次

産
業
）
や
販
売
業
（
第
３
次
産

業
）
を
融
合
さ
せ
て
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
や
販
路
拡
大

な
ど
を
図
り
、
地
域
の
所
得
向

上
と
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
て
い

く
取
組
み
で
す
。

　

今
、
こ
の
６
次
産
業
化
は
全

国
的
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、
市

内
で
も
様
々
な
形
で
６
次
産
業

化
に
取
り
組
む
農
林
漁
業
者
が

増
え
、
す
で
に
事
業
が
軌
道
に

乗
っ
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方

で
は
市
場
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や

衛
生
対
策
な
ど
、
食
を
取
り
巻

く
環
境
が
年
々
厳
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
農
林
漁
業
者

だ
け
で
６
次
産
業
化
を
成
功
さ

せ
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
年
々

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
本
市
で
は
、
農
林

漁
業
者
に
よ
る
６
次
産
業
化
に

と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
１
次
、

２
次
、
３
次
の
事
業
者
が
連
携

し
て
豊
か
な
食
資
源
を
活
か
し

た
「
６
次
産
業
化
」
に
取
り
組

む
「
地
域
６
次
産
業
化
」
に
向

け
た
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
加
工
食
品
に
と
ど
ま
ら
な

い
、
多
様
な
商
品
・
ビ
ジ
ネ
ス

の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

問
市
産
業
振
興
課
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鹿
屋
市
は
温
暖
な
気
候
や
広
大
な
農
地
な
ど
の
恵
ま
れ
た
営
農

環
境
の
も
と
、
多
種
多
様
な
農
業
経
営
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
品
質

の
高
い
農
林
水
産
物
が
数
多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
豊
か
な
地
域
の
食
資
源
を
活
用
し
た
地
域
ぐ

る
み
の
６
次
産
業
化
を
推
進
し
て
、
農
林
水
産
業
を
成
長
産
業
に

変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
創
出
し
、
地
域
全

体
の
産
業
振
興
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
食
資
源
を
活
か
し
た

産
業
振
興
を
目
指
し
て
!!
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生産 加工 販売

1 次産業 ×2 次産業 3 次産業 6 次産業

・所得向上
  （付加価値・利益）

・雇用の場の創出
・地域の活性化

地域の食資源を活かした産業振興を目指して!!特集

　鹿屋市は全国でも有数の食料供給基地としての役割を担っています。
　しかしながら、人口減少や少子・高齢化による食のマーケットの縮小や、貿易自由化の進展に伴う国際間
競争の激化、担い手の高齢化や後継者・労働力不足など、本市農林水産業を取り巻く環境は非常に厳しい状
況にあります。
　統計で見ても、本市の耕種部門の平成22年の農業産出額は97億４千万円であり、平成７年と比較して約４
割減少しています（図１）。　農家戸数も平成12年から10年間で約２割減少（図２）。また、耕作放棄地面積に
ついても、平成21年の664haから、４年後の平成25年には948haに増加（鹿屋市調べ）しています。ただ、一
方では、耕作面積５ha以上の大規模農家数は平成12年から、約６割の増加となっています（図３）。

　

私
が
勤
務
す
る
鹿
屋
市
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
、
会
社
設
立
や
資
金

調
達
、
商
品
開
発
、
販
路
開
拓
な

ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
多
く
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
多
い
の
が
、
地

域
の
食
資
源
を
活
か
し
た
商
品
の
開

発
や
販
路
の
開
拓
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
地
域
が
食
の
宝
庫
で
あ

る
と
と
も
に
、
「
地
域
の
食
の
魅
力

を
多
く
の
人
に
届
け
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
人
が
か
な
り
多
い
、
と
い
う

こ
と
を
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
販
売
方
法
も
普
及
し
て
お
り
、
地

方
か
ら
全
国
に
向
け
て
付
加
価
値
の

高
い
商
品
を
販
売
し
て
い
く
こ
と
も

挑
戦
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
鹿
屋
市
の
豊
か
な
食
資

源
を
活
か
し
て
、
６
次
産
業
化
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

私
た
ち
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

農業を取り巻く現状 
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